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ゲームコーナーもなく
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沼田ふるさと館は、「突

如・休館」となり閑散と

しています。
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プロポーザル（入札）方式
公募または指名により複数の者（受託希望者）

からその目的に合致した企画を提案してもらい、

その中から企画・提案能力のある者を選ぶ方式

がプロポーザル方式です。

設計業務の場合、コンペ方式が「設計書」を

選定するのに対し、プロポーザル方式は「設計

者」を選定するという違いがあります。

【事業内容】

旧沼田貯蓄銀行の移築保存整備に着手するため、

建物の解体工事及び建物調査のための予算計上

です。

解体前の現段階での数値ですが、総額を１億

５，０００万円見込んでいます。負担割合は、

国の社会資本整備交付金が40％で、６，０００

万円、県の指定重要文化財保存事業補助金とし

て交付金を除いた残額の50％で４５００万円。

その他公共事業債の活用も考え、残りが一般

財源となります。

当初は、現地保存での検討でしたが、平成10

年に中心市街地まちづくり事業により移築保存

整備へと変更されました。

Ｑ：方法や出来映えで賛否の分かれる可能性の

ある事業と思われるが、移転後の活用策と効果

への考えを伺います。

Ａ：街なかの賑わいへ貢献することも視野に入

れて、プロポーザル方式で設計を募集しました。

広場の確保や生方記念文庫を同一敷地内に移

設することで、複合的効果も見込まれると考え

ます。（Ｈ23年度予算３，３００万円）

上之町信号付近の移築予定先の写真

鈴木時計店から左へ空地・華や・空地・秋永理

容所までの７３６㎡へ「生方記念文庫」「旧沼

田貯蓄銀行」「広場」そして通路が周りを囲む。

Ｑ：今後のスケジュールは？

Ａ：Ｈ24年度 実施設計を行うための諸経費

Ｈ25年度 調査に基づく実施設計

Ｈ26年度 移築建設工事

Ｈ27年度 報告書作成 となっています。

Ｑ：本当に移築に耐えられる状態なのか？

Ａ：Ｈ22年度に発足した移築保存整備検討委員

会で、県の文化財保護審議会の委員長にも見て

いただいた。目視によるものだが、幸い雨漏り

がなく柱等が腐食しておらず、古いが再使用は

可能との見解をいただいています。

Ｑ：現地での保存（材木町）方針との整合性は

Ａ：教育委員会としても当初は、現地保存方針

でした。しかし、保存をするというときには、

利活用の問題が当然出てきて、管理や駐車場等

を考慮すると、現地で実現可能か？という視点

から再検討してきました。

プロポーザルでの最優秀者

㈱京都建築都市研究所 岸和郎 氏

技術提案書概要
●ことばの広場＝二つの施設をつなぐ石盤のよ

うな床に生方たつゑ氏の詩が刻まれる。

●旧沼田貯蓄銀行＝地域交流センターとしての

機能も持たせ、ギャラリーやミーティング

スペースとしても活用。

●みどりの広場＝普段は広場で、イベント時に

は、観客席になったり、露店が出たり…。

●群馬県産の多湖の石を用いた記念文庫のルー

バー（日差しや視線よけの板）

以上のようなイメージが沼田市のホームペー

ジに掲載されたイメージです。図も描かれてい

ますので、興味のある方は一度ご覧ください。
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旧沼田貯蓄銀行
ことばの広場
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なくなって、条件が整わない人は、この地域から出

ていかなくてはならなくなるという選択肢も出てし

まうのです。

こうした実態の克服のためにも、社会福祉法人や

民間企業に頼るのではなく、沼田市が独自、もしく

は主体となって「障がい者雇用の創出」をして欲し

いのですが…。

Ａ：今回当初予算で、利根沼田地域障害者相談支援

事業を始めるべく予算措置をしています。

行政の立場から、障害を持っている方でも軽微な

作業というんですか、仕事が図られるようなことに

ついては、新しくできるセンター等で相談を通しな

がら、実態に即した形の検討を加えていかなければ

ならないのではないかと思っています。

Ｑ：先月、民間のリサイクル施設を見に行かせても

らいました。二箇村衛生施設組合（沼田市・川場村・

昭和村）でリサイクルセンターを建てるという計画

があります。ここで、ハイプラ等の前処理・後処理

する作業があるのです。中に不純物が入っているも

のを、自分のペースで取り除くことが可能なわけで

す。

リサイクルセンターそれぞれ色々な施設で様々な

処理方法があります。こうしたところに障害者の皆

さんをまず雇用や訓練の場として、二箇村で共同し

て設置をして、「新たな受け皿」をつくらないと、

もうこの地では限界だと考えますが…。

Ａ：何といっても作業の安全性の確保が重要で、そ

こへは慎重に成らざるを得ませんが、これがクリア

された上での考え方としては、一定理解ができます。

尚、二箇村での話については、それぞれの自治体

との相談となりますので、しかるべき場において話

をつないでいくことになります。

Ａ：今後、福祉を総合的な視野で解決するため

には、地域の障害福祉に関するネットワークを

構築が必要と考え、利根沼田地域の行政職員、

相談支援事業者、福祉サービス事業者、保健・

医療関係者等で構成され定例的に開催し、協議

を行っている「利根沼田地域障害者自立支援協

議会」が組織されていますので、これを有効活

用するとともに、各関係機関が連携・協力し、

総合的な視野で地域福祉の諸問題に対応してい

く方針です。

市内岩本町のエコセンターでの「分別作業」の様子

市内上川田町の最終処分場へ積まれた「資源プラ」

あったらいいなぁ！

こんなリサイクルセンター
①生ゴミの分別推進コーナー

②プラの飛躍的活用率の向上

③交換コーナーの設置

④環境関連「市民活動室」の設置

⑤環境学習会などの開催できる会議室

⑥大型家具や自転車の修理販売

⑦おもちゃの病院コーナー

⑧休憩や交流のための「喫茶コーナー」

こうした施設内の全ての担当者へ「障がい者」の

配置が可能となったら、どんなに幅の広い障がい者

のための就労や体験の「受け皿」になるだろうか。

全国には、官民含めて様々な形のリサイクルセン

ターが、存在しています。「あったらいいなぁ…」

では、財源の裏付けも、施策の適否もなく考えたプ

ランですが、施策の一つ一つはインターネットで調

べて、現実に存在する施策ばかりです。

受付け業務、分別業務、資料作成業務、調理業務、

清掃業務などが、こうした施設の中には、その可能

性を秘めていると思いますが…。
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高柳勝巳の質疑含めた
Ｈ２４年度予算審査特別委員会報告
今回の予算では、「まちづくり支援事業」と

「旧沼田貯蓄銀行移転事業」に多くの質疑が寄

せられ、問題が浮き彫りになりました。この２

事業は、質疑者全員の概要から、問題の所在を

報告してみたいと思います。

どんな店をどの程度の面積配置していくのか？

という「青写真」のようなものは、なくてはお

かしいと感じるのだが…。

Ａ（複数質疑への総合で）：バラバラで非効率

に配置しているテナントを、一定まとめてショッ

ピングセンターとしての機能を、回復させてい

く考え方を幾つか、関係者と模索していた。

そうした中に（弁当などが持ち込める）パブ

リックスペースのようなものが、あっても良い

とも考えている。

Ｑ：結局補助金は、メドテックなどの「オーナー

サイド」へ回ってしまうだけのではないか？

Ａ：１００％市民のためのものであり、都市開

発やメドテックといったオーナーへの補助では

ないことを理解願いたい。

Ｑ：「ふるさと館」が閉館というＦＡＸが送信

されたと思ったら、休館に訂正されるという自

体を、委託金を払っている沼田市としてどう考

えている？

Ａ：昨年来、ビル管理費の削減策として、関係

者との協議で、２階のテナントを１階か３階へ

移動するという話が出てきていて、止むなく５

階は一時閉めざるを得ないという考え方の中で、

意思がうまく伝わらず、申し訳ありません。

そんな中関係者にＦＡＸ
で「ふるさと館」は休業？

まちづくり支援事業 ６０，２７９千円
普通旅費 ９５千円

沼田ふるさと館運営委託料（１０，２７９千円）

「ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙ21」ﾃﾅﾝﾄ出店

促進事業費補助金５０，０００千円

【事業概要】（グリーンベル21の）空床率が、

75％という現状なので、その出店を促進するた

め、１，０００㎡を超えるテナントが出店に際

して負担する内装費等について、１坪当たり５

万円と実際に要した経費のいずれか低い額の２

分の１を助成するものです。

Ｑ：予算額５，０００万円の根拠と、出店予定

のテナントは決まっているのか？

Ａ：昨年、前橋市の「大型商業施設出店促進事

業」へ最大１億円の補助の件や、全国各地での

誘致への具体的施策も参考に検討しました。

これを基準にして、少なくとも３階までは埋

めたいという考えからです。

これまで接触を図ったどの企業も、多方面か

ら膨大なアプローチを受けているので、一歩踏

み込んで、誘致につなげようとの考えで、企業

が絞り込まれている段階ではありません。

Ｑ：沼田ふるさと館の事業内容と、来館者が少

ないにもかかわらず、続けていく理由は？

Ａ：グリーンベル21の活性化を目的に平成14年

に、５階の一角約66坪に設置したもので、本年

２月末で来館者数９，６８９人、対前年比71・

６％、累計売上額では、１９６万３０７９円で、

震災の影響もあり、対前年比79・２％です。

施設内の移転先として１階も考えましたが、

設備面での支障があり困難でした。

Ｑ（複数者のまとめ）：「少なくとも３階まで

は埋めたい。」という基本的な考え方や、方針

はどうやって出されたのか？また、「基本方針」

のようなものが存在するなら、どこの場所へ、

グリーンベル２１の３階の写真

現在は、子供服店のポッケも笠間のバッグ屋

さんも去り、中央にキャンドゥとアカシヤさん

が点在するのみとなっています。


